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ふくせん
アラカルトⅧⅧ
［別紙］［別紙］

＊研修ポイント制度事務局通信＊ ～今後目指すところは？～
平成25年10月にスタートした「福祉用具専門相談員の研修ポイント制度」（以下、研修ポイント制度）。今後
目指していくところを、少しご紹介します。

結論からいうと、目指すところは“キャリアパスの仕組みづくり”です。

平成25年10月にこの制度をスタートするまで、福祉用具専門相談員の研修受講を支援・促進する仕組みはあ
りませんでした。初めての試みだけに、まずは「ポイントを貯める」という、比較的単純なシステムから始めた
のがこの制度です。

これから、福祉用具専門相談員に求められる知識（図）
を経験年数等に応じて体系化し、スキルアップの指標
を設定していくことが、この制度の当面の目標です。
闇雲に研修を受けるのではなく、目標をもってスキル
アップに取り組めるよう、時間をかけて仕組みを検討
していきたいと思います。

今年度、さっそく「研修ポイント制度検証・検討委員会」（委員長：白澤政和　桜美林大学大学院老年学研究科
教授）を立ち上げ、去る１月21日に第１回の委員会を開催しました。ご利用者のために少しでも多くの知識を身
につけたいとの思いで一生懸命取り組んでいる福祉用具専門相談員の努力が適切に評価される仕組みづくりに向
けて、検討を進めています。

１．職業倫理と社会制度に関する領域

３．コミュニケー
     ションに
     関する領域

4．福祉用具の選定
    と利用支援に
    関する領域

5．個別福祉用具の
    知識・技術に
    関する領域

２．利用者の生活・介護・医療に関する領域

図：領域（福祉用具専門相談員に求められる知識・技術）
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「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
制
度
」
の
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
追
加
さ
れ
る
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
関
す
る
科
目
で
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

も
講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
日
常
的

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
現
場
で
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

を
作
成
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
計
画
の
検
証
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
提
供
し
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
再
検
討
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら
う
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
を
講
師
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
証
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
経
験
し
て
き
た
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
は
、
後
進
に
と
っ
て
よ
い
指
導
者
と
な
る
材

料
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。
実
際
に
職
場
の
部
下
や

後
輩
に
対
し
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
と
し
て
指
導
し
て
い
る
人

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
に
つ
い
て
の
Ｓ
Ｖ
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
！

プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
！  

第
一
期
生
は
全
国
で

第
一
期
生
は
全
国
で
9999
名
！
名
！

も
多
い
。
彼
ら
の
経
験
等
を
研
修
に
よ
っ
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
研
修
で
は
、
平
成
25
年
度
に
厚
生
労
働
省
の
老
人

保
健
健
康
増
進
等
事
業
に
よ
り
策
定
・
発
表
し
た
「
福

祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
計
画
作
成
の
意
義
や
作
成
プ
ロ
セ
ス
、
作
成
方
法

等
の
指
導
に
つ
い
て
学
習
し
た
。本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
業
務
の
標
準
形
を
示
す
と

と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
て

策
定
し
た
も
の
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
こ
と
で
、

指
定
講
習
等
で
の
講
義
内
容
の
標
準
化
を
図
る
と
と
も

に
、
計
画
作
成
に
係
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
質
を

担
保
す
る
ね
ら
い
だ
。

２
０
１
５
年
４
月
に
改
正
・
施
行
さ
れ
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
制
度
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
刷
新
さ
れ

る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
本
会
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
が
、「
一

部
科
目
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
。
こ
れ
は
ま

さ
に
、
本
会
が
目
指
す
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
社
会
的
地
位
の
向
上
へ
の
一
歩
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
部
科
目
の
う
ち
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
に
つ
い
て
講
義
・
指
導
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
大
阪
と
東
京
で
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
」
を
開
催
し
た
。

福祉用具サービス計画作成SV養成研修開催                                                                                                                                    

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
養
成
研
修

ⅠⅠ

２０１4
11／7・8
（大阪）
・

11／14・15
（東京）

←　賛助会員各位　いつもご協力ありがとうございます

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
新
た
な
活
躍
の
場

計
画
作
成
に
加
え
、
研
修
の
運
営
方
法
を
習
得

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
活
躍
で
き
る
場
が
広
が

る
中
、
本
会
で
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
全
国
の
指

定
講
習
事
業
者
等
に
紹
介
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
更
新
研
修
に
お
い
て
も
福
祉
用
具
に
関
す
る
科
目
の

必
修
化
が
決
定
し
て
い
る
。
本
研
修
で
学
ん
だ
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
職
域
を
も
越
え
た

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

本
会
で
は
養
成
研
修
を
終
え
た
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
Ｓ
Ｖ
）
名
簿
を 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

で
公
開
し
て
い
る
。

　

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
第
一
期
生
は
、
大
阪
と
東
京
で

養
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

２
日
間
の
研
修
修
了
者
は
総
勢
99
名
。
全
国
で
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
面
々
と
な
る
。
本

会
で
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
養
成
と
、
養
成
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
し
、
職
域
を

超
え
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

●　
　
　

●　
　
　

●

←

大阪会場
2014年 11月 7・8日

←

東京会場
2014年 11月 14・15日

全
国
を
通
じ
て
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
が
一
定
の
質
を
保
ち
提
供
さ
れ
る

よ
う
地
域
で
活
躍
す
る
指
導
役
の
養
成
を
目
指
し
て

　

ま
た
、
指
定
講
習
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
福
祉

用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
に
関
す
る
科
目
の
中
で
、
事

例
に
基
づ
く
計
画
の
作
成
演
習
や
、
計
画
の
説
明
等
に

関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
受
講
生
は
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
そ

の
運
営
手
法
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

受
講
者
は
さ
ら
に
、「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
指
導

計
画
」
に
つ
い
て
も
学
習
。「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

人
材
育
成
の
手
法
の
一
つ
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
指

導
す
る
側
）
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
（
指
導
を
受
け

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
指
導
計
画
」
の

基
礎
を
学
習

・福祉用具サービス計
画の作成意義と標準
化について、あらた
めて大切さと底上げ
の必要性を実感し
た。

・実際にロールプレイ
ングを体感し、運営
のポイントや難しさ
を経験できた。

・スーパービジョンの
基本を通じて、講師
側の視点、講師とし
て知っておくべき知
識を得ることができ
た。

・指導計画の作成演習
を通じて、講師をす
る際のポイントの置
き方や時間配分、目
標達成までの手順を
計画することの重要
性を認識できた。

受講生の感想受講生の感想

る
側
）
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
目
標
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
受
講
生
は
そ
の
基
本
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。「
指
導
計
画
」
は
、
講
義
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
や
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、
到
達
目
標
を
意
識
し
た
講

義
を
行
え
る
よ
う
設
け
た
科
目
。
受
講
生
は
、
計
画
作

成
の
基
本
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
講
師
と
し
て
活

動
す
る
際
の
心
構
え
や
手
法
を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
た
。

http://www.zfssk.com/sp/1411_sv/index.html

各地の研修機関の要請があった場合は、本会で依頼内容や
実施地域をうかがい、条件が合うＳＶを紹介します。

■SVへの講師依頼について■

研修実施者 スーパーバイザー

紹介

依頼依頼

依頼後のやりとり

全国福祉用具専門相談員協会
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指定講習制度説明会開催                                                                                                                                    

２
０
１
５
年
度
か
ら
の
改
正
が
決
定
し
た
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
制
度
（
老
振
発
０
６
０
２
第
１
号
平

成
26
年
６
月
２
日
）。
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
関
す
る
内
容
が
加
わ
る
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
理
・

見
直
し
が
さ
れ
た
ほ
か
、
学
習
内
容
の
習
得
度
を
確
認
す
る
た
め
、
修
了
評
価
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
講
師
要
件
の
見
直
し
も
あ
り
、
指
定
講
習
事
業
者
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
会
で
は
、
指
定
講
習
事
業
者
が
新
制
度
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
説
明
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
講
師
要
件
で
は
、
一
部
の
科
目
で
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
講
師
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

う
け
、
本
会
が
養
成
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
２
〜
３
頁
参
照
）
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
定
講
習
事
業

者
へ
働
き
か
け
た
。

　

説
明
会
冒
頭
に
は
、
今
回
の
指
定
講
習
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
東
祐
二
氏
（
厚
生
労
働
省
・
左
記
参
照
）

に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

　

同
氏
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
へ
の
対
応
や
、
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
の
職
務
領
域
の
広
が
り
を
踏
ま
え
、
学

習
内
容
を
拡
充
す
る

必
要
性
を
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
各

科
目
に
つ
い
て
、
目

的
、
到
達
目
標
及
び

内
容
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
氏
は
、「
指
定
講
習
事
業
者
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、

受
講
者
が
必
要
な
知
識
を
修
得
す
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
、
具
体
的
な
学
習
内
容
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
示
唆
し
た
。

　

渡
邉
愼
一
氏
（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
作
業
療
法

士
会
会
長
）
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
に
つ
い
て
解
説
。
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
業
務
の
標
準
形

を
示
す
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
。「
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
資
質
向
上
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
で
の
多
職
種

連
携
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、

望
ま
し
い
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
提
案
に
結
び
つ

く
」
と
語
り
、
本
ガ
イ
ド
ラ
ン
の
内
容
に
基
づ
い
た
講

習
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

　

続
い
て
東
畠
弘
子
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
福
祉
支
援
工
学
分
野
准
教
授
）
は
、
本
会
が
実
施
す

る
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
」
に
つ

い
て
説
明
。
前
述
の
と
お
り
、
一
部
の
科
目
で
は
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
も
講
師
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
特
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
は
、
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
間

も
な
い
た
め
、
教
え
ら
れ
る
人
も
少
な
い
。
そ
こ
で
、

豊
富
な
現
場
経
験
を
活
か
し
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が

で
き
る
人
材
と
し
て
の
Ｓ
Ｖ
の
養
成
を
行
う
と
し
て
、

活
用
を
働
き
か
け
た
（
２
〜
３
頁
参
照
）。

　

神
智
淳
氏（
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院
学
院
長
）

は
、
指
定
講
習
事
業
者
を
代
表
し
て
、
次
年
度
以
降
具

体
的
に
ど
う
進
め
て
い
く
予
定
か
、
検
討
内
容
を
発
表

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
、
実
習
で
使
う
用

具
、
講
師
の
見
直
し
や
調
整
な
ど
、
必
要
な
取
組
み
を

提
示
。
神
氏
は
、「
ど
ん
ど
ん
参
考
に
し
て
も
ら
っ
て

か
ま
わ
な
い
。
指
定
講
習
の
質
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
惜
し
み
な
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
太
一
氏
（
中
央
法
規
出
版
株
式
会
社
第

１
編
集
部
編
集
第
５
課
）
か
ら
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
対
応
し
た
テ
キ
ス
ト
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

求
め
ら
れ
る
知
識
範
囲
の
拡
充
に
対
応
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

Ⅱ

資
質
向
上
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用

東 祐二　氏
厚生労働省老健局振興課 福祉用具・
住宅改修指導官 介護支援専門官

　

10
月
１
日
は
「
福
祉
用
具
の

日
」。
例
年
、
福
祉
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
（
Ｆ
Ｊ
Ｃ
）

と
本
会
共
催
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
東
祐
二
氏
（
前
掲
）

を
招
き
、
記
念
講
演
を
開
催
し

た
。
近
年
の
介
護
保
険
制
度
改

正
の
流
れ
や
福
祉
用
具
・
住
宅

改
修
の
現
状
に
つ
い
て
、
東
氏

の
体
験
を
交
え
て
説
明
さ
れ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に
向
け
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。「（
地
域
に
お
け
る
）自
助
・

互
助
・
共
助
を
今
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
？
」

（
東
氏
）

　

記
念
講
演
の
あ
と
、
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
実
力
ラ
ン
キ
ン
グ
テ

ス
ト
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
岩
元
文
雄

氏
（
本
会
理
事
長
）

が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

を
務
め
、
多
忙
な
業
務
の
中
に
あ
り

な
が
ら
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
受
賞

者
に
賞
賛
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

H.C.R.2014／福祉用具の日

改
正
・
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
制
度
等
に
関
す
る
説
明
会

改
正
・
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
制
度
等
に
関
す
る
説
明
会

２０１4
10／17
（東京）

ⅢⅢ

２０１4
10／1
（東京）

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ⅣⅣ

２０１4
10／3
（東京）

❶❶  

記
念
講
演  

「
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
の
現
状
と
介
護
保
険
制
度
改
正
の
方
向
性
」

「
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
の
現
状
と
介
護
保
険
制
度
改
正
の
方
向
性
」

❷❷  

実
力
ラ
ン
キ
ン
グ
テ
ス
ト
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
表
彰
式

実
力
ラ
ン
キ
ン
グ
テ
ス
ト
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
表
彰
式

　

２
０
１
４
年
の
国
際
福
祉
機
器
展
Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．は
10

月
１
〜
３
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
は
初
日
に
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
普
及
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
福

祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
本

会
が
同
省
の
助
成
を
受
け
、「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
質
の
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
」
の
中
で
ま
と

め
た
も
の
。
当
日
は
、
同
事
業
に
お
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
部
会
長
を
務
め
た
白
澤
政
和
氏
（
写
真
上
右
：
桜

美
林
大
学
大
学
院
老
年
学
研
究
科
教
授
）
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
委
員
と
し
て
尽
力
し
た
北
川
貴
己

氏
（
写
真
上
中
：
株
式
会
社
北
全
取
締
役
福
祉
事
業

部
長
）、
東
畠
弘
子
氏
（
写
真
上
左
：
前
掲
）、
渡
邉
愼

一
氏
（
写
真
下
：
前
掲
）
の
３
名
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

し
て
集
い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
は
最
も
遅
く
個
別
援
助

計
画
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

唯
一
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
福
祉
用
具
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
厚
生
労
働
省
か
ら
も
お
墨
付
き
を
も
ら
っ

国
際
福
祉
機
器
展
Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．２
０
１
４ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
福
祉
用
具
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
福
祉
用
具
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

↑
会場の様子。限られた時間の中、
質疑応答では積極的に質問の声
があがった

↑
本会のブースの様子。ガイドライ
ンの内容に関する展示や、10月に
発売された『福祉用具サービス計
画作成ガイドブック』の紹介など
に、高い関心が寄せられた。

←
『福祉用具サービス
計画作成ガイドブッ
ク』（中央法規出版）

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官  

介
護
支
援
専
門
官

介
護
支
援
専
門
官　　

東東  

祐
二
氏

祐
二
氏  ●　

　
　

●　
　
　

●

〝
教
え
る
〞
こ
と
が
で
き
る
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
。
Ｓ
Ｖ
養
成
に
つ
い
て

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

先
進
事
例
を
共
有

た
も
の
」（
白
澤
氏
）。
こ
の
分
野
に
か
か
る
期
待
の
大

き
さ
を
感
じ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
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本
会
で
は
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
講
義
・
指
導
が
で
き
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
〝
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）〞
を
養
成
し
た
（
２
〜
３
頁
参
照
）。
さ
っ
そ
く
長
崎
県
の
３

名
が
、
Ｓ
Ｖ
と
し
て
の
活
躍
を
報
告
し
て
く
れ
た
。
講
師
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み
を
こ
こ
に
ご

紹
介
す
る
。

｜
Ｓ
Ｖ
と
し
て
こ
の
研
修
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

す
る
き
っ
か
け
は
？

海
田
（
尚
）：
実
は
、
こ
の
研
修
に
は
４
年
前
か
ら
講

師
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
る

ん
で
す
。
今
回
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
」（
以
下
、
Ｓ
Ｖ

養
成
研
修
）
で
学
ん
だ
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら

取
り
組
み
ま
し
た
。

｜
な
ぜ
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
を
受
け
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

海
田
（
尚
）：
私
は
、
長
崎
県
内
の
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
専
門
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
ケ

ア
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
利
用
者
を
支
援
で
き
る
、

質
の
高
い
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
専
門

職
で
あ
り
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
Ｓ

Ｖ
と
し
て
登
録
し
、
今
後
も
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
、
受
講
し
ま
し
た
。

松
尾
：
私
は
そ
ん
な
海
田
さ
ん
に
、
県
の
介
護
支
援
専

門
員
実
務
者
研
修
会
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

の
参
加
を
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
海
田

さ
ん
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
困
難
ケ
ー
ス
の
相

談
に
対
し
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
そ
ん
な
関
係
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
上
司
に
相
談
し
、
受

講
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

｜
今
回
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
に
あ
た
っ

て
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
で
学
ん
だ
内
容
は
役
立
ち
ま

し
た
か
。

海
田
（
努
）：
以
前
よ
り
心
に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
ね
。

松
尾
：
そ
う
で
す
ね
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
時
に
も
、
そ
の
進
行
を
客
観
的
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

海
田
（
尚
）：
よ
り
よ
い
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
に
あ
た
っ
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
１
・
２
表
が
い

か
に
大
切
か
、
と
い
う
こ
と
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

会員さんピックアップ
Ⅴ

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

と
し
て
の
活
動
！

と
し
て
の
活
動
！

会
員
さ
ん
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

会
員
さ
ん
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

in
長崎

説
明
す
る
時
に
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
へ
の
参
加
の
効
果

を
感
じ
ま
し
た
。

松
尾
：
そ
の
ほ
か
、
今
回
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
立

場
だ
け
で
な
く
、
通
常
業
務
の
中
で
も
役
立
っ
た
点

が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
で
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
先
日
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、
要
介
護
１
の

方
に
自
費
で
介
護
ベ
ッ
ド
を
納
品
す
る
よ
う
依
頼
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た

結
果
を
も
と
に
、
既
往
歴
や
ベ
ッ
ド
の
必
要
性
、
目

的
、
選
定
理
由
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
計
画
書

に
記
入
し
、事
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
、

例
外
給
付
の
申
請
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

私
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
し
っ
か
り
伝
わ
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
私
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
で
学
ん
だ
内
容
が
役
立
っ
て
、

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
情
報
共
有
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
よ
り
有
効
に
使
え
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

｜
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
、〝
今
後
の
課
題
〞
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

海
田
（
尚
）：
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
引
き
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
に
は
そ
の
技
術
が

ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

海
田
（
努
）：
私
も
同
じ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、

す
べ
て
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
や
り
取
り
を
上
手

く
行
う
の
は
、非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
ね
。
た
だ
、

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
立
場
の
違
い
が
あ
る
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
異
な
る
専
門
職
と
い
う
視

点
で
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
と
し
て
の
発
言
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

松
尾
：
私
は
時
間
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
福
祉
用
具
の
ニ
ー
ズ
・
目
標
・
選

定
理
由
・
留
意
点
に
つ
い
て
十
分
な
話
し
合
い
が

な
さ
れ
る
よ
う
導
い
て
い
く
の
も
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
重
要
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

｜
Ｓ
Ｖ
と
し
て
の
、
今
後
の
活
動
計
画
は
？

松
尾
：
利
用
者
宅
を
訪
問
し
て
い
る
と
、
福
祉
用
具

に
よ
る
環
境
整
備
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
自
立
支

援
や
介
護
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
更
新
研
修
に
お
い
て
福
祉
用
具
に
関
す
る
科
目

が
必
修
化
さ
れ
れ
ば
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
を
通
じ
て
、
福
祉
用
具
が
利
用
者
の
疾
患
や
障

害
に
対
し
て
果
た
す
効
果
を
、
も
っ
と
う
ま
く
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
伝
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

海
田
（
努
）：
私
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
仕
事

が
、
利
用
者
の
在
宅
生
活
の
効
果
的
な
支
援
に
つ
な

が
り
、
福
祉
用
具
の
よ
さ
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
Ｓ
Ｖ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

海
田
（
尚
）： 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
は
、
今
後

も
継
続
し
て
、
福
祉
用
具
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
を
通
じ
て
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
は
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
、
い
か
に
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
重
要
か
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
更
新
研
修
に
お
い
て
は
、

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
福
祉
用
具
に
関
す
る
科
目
が

必
修
化
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
名
の

活
躍
が
は
ず
み
と
な
り
、
全
国
で
Ｓ
Ｖ
が
講
師
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
・
連
携
し
て
い
け

る
環
境
が
築
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｖ
活
動
報
告 

No.
１

■
日
程
／
２
０
１
４
年
11
月
22
日
（
土
）

■
研
修
／
長
崎
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修

　
　
　
　

課
程
Ⅰ

■
科
目
／
選
択
科
目
⑯
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
と
連
携

　
　
　
　
「
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
」

■
役
割
／
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
グ
ル
ー

　
　
　
　

プ
ワ
ー
ク
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

■
参
加
者
／
３
名
（                                         

）

①
氏
名　

②
所
属　

③
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
と
し
て
の
経
験
年
数

① 

海
田 

尚
広
（
か
い
だ 

た
か
ひ
ろ
）
氏

② 

有
限
会
社
ア
イ
フ
ル
ケ
ア 

代
表
取
締
役

③ 

20
年

① 

松
尾 

栄
一
郎
（
ま
つ
お 

え
い
い
ち
ろ
う
）
氏

② 

長
崎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社 

福
祉
用

具
・
介
護
用
品
セ
ン
タ
ー　

③ 

８
年

① 

海
田 

努
（
か
い
だ 

つ
と
む
）
氏

② 

株
式
会
社
カ
イ
ダ
・
ア
イ
フ
ル
ケ
ア 

代
表
取
締
役

19

海田 尚広　氏

松尾 栄一郎　氏

海田 努　氏
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法改正情報／地域行政での活躍

ふ
く
せ
ん
会
員
、
行
政
の

〝
介
護
給
付
適
正
化
事
業
〞
に
貢
献

■
本
会
で
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
が
介
護
給

付
適
正
化
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
う
「
福

祉
用
具
購
入
に
係
る
訪
問
調
査
」
に
、
本
会

の
東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
を
調
査
員
と
し
て

派
遣
す
る
形
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

11
月
に
新
た
に
調
査
員
と
し
て
ご
登
録
し
て

く
だ
さ
っ
た
須
田
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
や
さ
し
い
手
に
は
、
す
で
に

何
名
か
調
査
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お

自立した日常生活を営むために、福祉用具
が有効に活用されているかどうかに着目し、
誰でも、いつでも、安心して福祉用具を利
用できる環境づくりに貢献できるよう取り
組んでまいります。

り
、
そ
の
明
る
く
元
気
か
つ
丁
寧
な
対
応
に

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
調
査
員
の
追
加
、
機
動
力
の

強
化
を
目
指
し
て
検
討
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
新
た
に
須
田
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
で
調
査
員
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

株式会社やさしい手 
住環境事業部

須田　肇 さん
（すだ はじめ）     

Ⅶ
２
０
１
５
年
度

２
０
１
５
年
度  

制
度
改
正
情
報

制
度
改
正
情
報

Ⅶ

●
介
護
給
付
適
正
化
事
業
の
調
査
員
と
し
て  　

東
京
都
世
田
谷
区

地
域
行
政
で
の
活
躍

地
域
行
政
で
の
活
躍

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
格
要
件
が

見
直
さ
れ
る
。
養
成
研
修
修
了
者
（
介
護
職

員
基
礎
研
修
課
程
・
１
級
課
程
・
２
級
課
程

の
修
了
者
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
の

修
了
者
）
は
要
件
か
ら
外
れ
、
福
祉
用
具
に

関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
る
国
家
資
格
保
有

者
（
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
義
肢
装
具
士
）
お
よ
び
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
指
定
講
習
修
了
者
に
限
定
さ
れ

る
。
経
過
措
置
期
間
は
１
年
。
養
成
研
修
修

了
者
で
現
在
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て

従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
指
定
講
習
を
修
了
す
る
（
も
し
く

は
国
家
資
格
を
保
有
す
る
）
必
要
が
あ
る
。

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
入
口
で
あ
る

指
定
講
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
が
見
直
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
40
時
間
で
あ
っ
た
講
習
が
50

時
間
に
な
る
ほ
か
、
習
熟
度
を
は
か
る
た
め

の
修
了
評
価
が
実
施
さ
れ
る
。

２
０
１
５
年
は
制
度
改
正
の
年
。
４
月
１
日
か
ら
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
変
わ
る
か
、
簡

単
に
解
説
す
る
。

資
格
要
件
の
厳
格
化

限
ら
れ
、
設
置
に
必
要
な
工
事
費
は
自
己
負

担
と
な
る
。
住
宅
改
修
で
は
、「
便
座
の
位
置

変
更
、
向
き
の
変
更
」
が
「
洋
式
便
器
等
へ

の
便
器
の
取
替
え
」
の
範
囲
に
追
加
さ
れ
る
。

指
定
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

見
直
し

　

２
０
１
５
年
１
月
９
日
の
介
護
給
付
費
分

科
会
で
諮
問
答
申
さ
れ
、
運
営
基
準
に
以
下

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
方
向
。

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
指
定
講
習
内
容

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
現
に
従
事
し
て
い
る

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
つ
い
て
、
福
祉
用

具
貸
与
（
販
売
）
に
関
す
る
必
要
な
知
識
の

修
得
及
び
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
自
己
研
鑚

に
常
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。」

　

福
祉
用
具
貸
与
品
目
で
は
「
介
助
式
電
動

車
い
す
」
が
「
車
い
す
」
の
範
囲
に
、
購
入

品
目
で
は
「
水
洗
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
」

が
「
腰
掛
便
座
」
の
範
囲
に
追
加
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
水
洗
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
お

け
る
保
険
給
付
は
ト
イ
レ
の
購
入
費
だ
け
に

「
自
己
研け
ん
さ
ん鑚
の
努
力
義
務
」
規
定
化

◆「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
◆

　

研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
研
修
の
受
講
実
績
を

ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
て
公
表
す
る
制
度
。
第
三
者

か
ら
見
え
に
く
い
自
己
研
鑚
の
取
り
組
み
を
ポ
イ

ン
ト
で
「
見
え
る
化
」
で
き
ま
す
。
実
地
指
導
に

活
用
で
き
る
資
料
も
整
備
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
対
象
品
目
の
追
加

◆
改
正
情
報
は
、
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
厚
生
労

働
省
情
報
提
供
」「
ふ
く
せ
ん
レ
ポ
ー
ト
」
な
ど
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
平
成
2727
年
１
月

年
１
月
1515
日
時
点

日
時
点



1

ふくせんアラカルト
Ⅷ

ふ
く
せ
ん
ア
ラ
カ
ル
ト

ふ
く
せ
ん
ア
ラ
カ
ル
ト

新
入
賛
助
会
員
の
紹
介

　

２
０
１
４
年
度
は
、
新
た
に
６
社
が
賛
助
会
員
と
し
て
ご

入
会
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
以
後
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ふ
く
せ
ん
事
務
局
ま
で
）

■
株
式
会
社
イ
ー
ス
ト
ア
イ

主
な
商
品
：
歩
行
器
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ー
ム
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど

■
株
式
会
社
星
光
医
療
器
製
作
所

主
な
商
品
：
歩
行
器
「
ア
ル
コ
ー
」
な
ど

■
徳
武
産
業
株
式
会
社

主
な
商
品
：
介
護
用
シ
ュ
ー
ズ
「
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
」
な
ど

■
矢
崎
化
工
株
式
会
社

主
な
商
品
：
手
す
り
「
た
ち
あ
っ
ぷ
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

■
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
株
式
会
社

主
な
商
品
：
自
動
排
泄
処
理
装
置
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ー
」
な
ど

■
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ

主
な
商
品
：
床
ず
れ
防
止
用
具
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ラ
ッ
グ
」

な
ど

（
申
込
順
）

　

ど
の
企
業
・
団
体
も
、
福
祉
用
具
業
界
の
発
展
を
願
い
、

本
会
の
活
動
に
賛
同
し
、
ご
支
援
・
ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
賛
助
会
員
名
簿
（
全
29
社
、
２
０
１
５
年
１
月
現
在
）

は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

本
会
で
は
、「
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
！

「
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」
っ
て
？

　

会
員
一
人
ひ
と
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
会
員
を
増
や

す
運
動
で
す
。
ひ
と
り
が
１
名
の
会
員
を
獲
得
す
る
（
プ
ラ

ス
ワ
ン
）
こ
と
で
、
会
員
増
強
、
組
織
強
化
を
は
か
る
こ
と

が
目
標
で
す
。

　　

政
策
で
は
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
や
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
向
上
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

社
会
の
求
め
る
役
割
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
役
割

が
拡
大
す
る
中
で
現
場
で
奮
闘
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
率
直
な
声
を
国
に
届
け
て
い
く
た
め
に
も
、
会
員
増
強
に

よ
る
組
織
強
化
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
も
、
会
員
募
集
活
動
や
運
動
の
周
知

に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●　
　
　

●　
　
　

●

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
在
宅
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
の

　

課
題
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
」（
仮
）

　

本
会
が
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
厚
生
労
働
省
老
人
保
健

健
康
増
進
等
事
業
の
一
環
と
し
て
、
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。メ
ー
カ
ー
各
位
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
説
明
・
展
示
も
行
い
ま
す
。

□
日
時
／
２
０
１
５
年
２
月
24
日
（
火
）
午
後

□
基
調
講
演
／
東
祐
二
氏
（
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
）

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
伊
藤
利
之
氏
（
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問
）、
他

□
協
力
メ
ー
カ
ー
／
ア
ロ
ン
化
成
株
式
会
社
、
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
株
式
会
社

●
新
入
賛
助
会
員
紹
介　

●
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
運
動　

●
新
入
賛
助
会
員
紹
介　

●
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
運
動　

  

●
イ
ベ
ン
ト
告
知

●
イ
ベ
ン
ト
告
知

本
会
の
取
り
組
み

本
会
の
取
り
組
み

「
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」

「
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」

●　
　
　

●　
　
　

●

●　
　
　

●　
　
　

●

イ
ベ
ン
ト
告
知

［ふくせんレポート・第 11号　別紙］

　

本
会
で
は
、
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
総
会
と
研

修
会
を
行
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は
、ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

■
２
／
５　

岩
手
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
２
／
６　

青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
２
／
12　

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
２
／
20　

沖
縄
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
２
／
25　

石
川
・
富
山
・
福
井
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
３
／
６　

千
葉
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
３
／
14　

長
崎
県
ブ
ロ
ッ
ク

■
３
／
18　

静
岡
県
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
・
研
修
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
・
研
修
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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